
 

 

 

 

 
子どもたちにとって、これからの人生で必要なこと 

校 長 竹谷 浩一 

 これは令和６年度教育行政方針（さいたま市教育委員会）からの引用文です。日本はこれまで災 

害や感染症、戦争等を幾度となく経験し、その時代に生きた先人たちが知恵を出し合い一丸となっ 

て難局を乗り越えてきました。これは世界に誇れる日本の文化、日本人の気質だと思います。 

 そして今、コロナ禍を経て従来の延長ではない日常や生活様式、働き方、価値観等が大きく変化 

した「ポストコロナ」と言われる新しい時代を、私たちは共に生きています。これからは、加速す 

るデジタル化とコロナ禍で重要性が再認識された「人のつながり」や「協働」を組み合わせ、誰も 

が「持続可能な社会の創り手」として、Well-being（幸せ）を感じる社会の実現を目指していなか 

ければなりません。そこで２月２７日（火）のお話朝会で、子どもたちに以下の話をしました。 
 
 今、私たちは、災害や、感染症の広がり、他の国で起こっている争いごとに不安を感じながら暮 
らしています。皆さんの中には、この先の生活がどうなってしまうのか、心配だと感じている人が 
いるかも知れません。 
 みなさんはやがて中学生になり、高校生になり、そしていつの日か、社会に出て働くことになり 
ます。その頃はどんな日本になっているか全く想像つきませんね。誰もがそう思っています。 

さいたま市立学校では、子ども１人に１台ずつタブレットが配られています。何のために配られ 
ているのでしょうか？それには理由があります。それはいつの日か、人工知能（AI）やロボットが 
人間に代わって仕事をする時代がくるからです。AI やロボットを作り、それを利用するのは人間で 
す。AI やロボットを作る時も利用する時も人間がコンピュータで命令し動かします。加えて、これ 
まで通り本を読んだり、字を書いたり、友だちや先生と話したりすること、栄養をしっかりとり、 
ぐっすり寝て、元気に体を動かすこと等、健康に気を付けて生活することも大切です。 
 このように皆さんにとってコンピュータはなくてはならないアイテムです。学校のタブレットで 
もお家にあるパソコン等でもいいです。どんどん触っていろいろな操作を覚えてください。タイピン
グ練習といって、早く、正確に、キーを見ないで文字を打つ訓練をするのもいいですね。 
 最後に、これだけは伝えておきます。コンピュータは私たちの生活を豊かにしてくれます。しか 
しその一方で、他人をだましたり、苦しめたりするなど、悪いことにも使えます。 
 芝川小の皆さんには、自分や周り人たちが幸せになるようなコンピュータの使い道を学んでほしい
です。（一部省略） 
 

 学年によって受け止め方は異なりますが、子どもたちにこれからの人生について考えてもらいた 

ことから、このような話をしました。予測困難な時代を生きる子どもたちが生涯にわたって幸せを 

感じ、持続可能な社会の創り手として活躍できるよう、子どもたちの健康管理やデジタル環境を私 

たち大人がきちんとリードしてあげたいものです。 

 

校長のつぶやき（ショート） 
 今日（３月１日）を含め６年生の登校日はあと１５日、１～５年生はあと１７日です。年間の 

授業日数が２０５日なので残り僅か、次のステップに進む時が近づいてきました。これまで子ども 

の命を脅かす事案が起こらず何よりです。これからも大切な命を守る教育を推進していきたいです。 

 

令和６年３月１日発行 
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現在、我が国は、地球規模での甚大な災害や感染症の拡大、国際情勢の不安定化とそれに伴う世

界的なインフレ等、正に予測困難な時代を象徴する事態に直面しています。一方で、児童生徒１人

１台端末に象徴されるように、コロナ禍が加速させた大きな社会変化の一つであるデジタル化が、

一定の浸透をみせています。このような中、デジタルの優位性を最大限に生かし、どのような危機

にも対応する強靭さ（レジリエンス）を備えた社会を構築していくことが重要です。 



 

【３月の主な行事予定】○参 参観ができます 

日 曜 週 予  定  等 

１ 金 A ○参 ６年生を送る会 教育相談日 

２ 土   

３ 日   

４ 月 Ａ 一斉下校 代表委員会 

５ 火 Ａ ○参 ごくろうさま集会（昼） 

６ 水 Ａ クラブ 教育相談日 ＳＣ 

７ 木 Ａ 教育相談日 Ｇ・Ｓモジュール ＳＳＷ 

８ 金 Ａ 
兄弟チームありがとう集会 

金管バンド校内発表会 

９ 土   

１０ 日   

１１ 月 Ｂ 
一斉下校予備日 

図書ボランティア読み聞かせ３・６年 

１２ 火 Ｂ 表彰朝会 

１３ 水 Ｂ 

クラブなし６時間 

奉仕活動６年（５，６時間目） 

教育相談日 ＳＳＷ 

１４ 木 Ｂ 

○参 お別れリレー大会 

奉仕活動６年（５，６時間目） 

Ｇ・Ｓモジュール 

１５ 金 Ｂ 資源回収 教育相談日 

１６ 土   

１７ 日   

１８ 月 Ａ 通常４時間 

１９ 火 Ａ 

通常４時間 卒業式予行 

教育相談日 ＳＳＷ 

給食終了日 

２０ 水  春分の日 

２１ 木 Ａ 通常３時間 

２２ 金 A 卒業証書授与式 

２３ 土   

２４ 日   

２５ 月 Ａ 
通常３時間 

教育相談日 ＳＳＷ 

２６ 火 A 
通常３時間 修了式 

（～４月７日まで春季休業日） 

Ｓ Ｃ：スクールカウンセラー勤務日ＳＳＷ：スクールソーシャルワーカー勤務日  

お子さんのことで相談があれば、御活用ください。なお、申し込む場合は学級 

担任に御連絡ください。 

詳細については、学年だよりを御参照ください。 

【２月の安全点検】 異常ありませんでした。 

【３月の生活目標】 

 
 
【一斉下校】 ３/４予備日３/１１ 

今年度の振り返りと新通学班の編成を

確認して新班長に引き継ぎ、翌日から新

通学班で登校をします。 

４日（月）が雨天等で実施できない場

合は、引き続きこれまでの班で登校し、

１２日（火）から新しい班での登校とな

ります。 

 

【卒業証書授与式】 ３/２２ 

登校：通学登校 

下校：１～５年 ８：３０ 

在校生は式に参列しませんが、当日の

朝、お別れ式で６年生の卒業を祝います。

あわせて２/２４に配付した文書も確認

してください。 

 

【４/８（月）始業式の流れ】 

始業式の朝の対応を以下の通りにしま

す。 

① 8:00 昇降口開放、学級名簿掲示 

 クラスと出席番号を確認します。 

② 自分の出席番号の靴箱に靴を入れ、

新教室に入って始業式の放送を待ち

ます。 

③ 8:00 以前には、開錠及び掲示しませ

ん。安全のため、時間を守って登校

してください。また、校内では始業

式・入学式・学級開き等の対応もし

ています。欠席等の連絡は、できる

限りミマモルメ欠席遅刻等受付機能

を利用してください。 

 １年間の振り返りをしよう 

 

学習状況調査の活用を！ 
 

１月に実施した市学習状況調査の結果を

返却します。児童が自ら結果を振り返り、次

年度の目標を立てられる形式となっていま

す。 

お子さんのがんばりを認め、つまずきを一

緒に考えながら、今後の学習に活用してくだ

さい。 


